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「下水道を守るお仕事ありがとう」

今月の表紙

高野　天磨さん
（仙台市立荒巻小学校３年生）

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••

　平成30年度の“みやかん”の表紙には、「2017仙台市下水道フェア児童・生徒絵画コン
クール入賞作品」の優秀作品を掲載しています。（学校及び学年は受賞時）
　仙台市下水道フェアは、展示、実演、発表、体験などを通して、楽しみながら下水道と
水環境について広く市民に知ってもらい、また考えてもらうイベントとして、仙台市下水
道フェア実行委員会主催のもとで、平成５年から開催されており、その中で、市内の小・
中学生を対象に「水」をテーマとした絵画コンクールが行われています。

表紙絵画・資料提供
仙台市建設局

くらしの快適を創造する
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佐竹理事長

　８月４日（土）、仙台市若林区のサンフェスタ（卸町会館）にお
いて、メーカーや商社等40社のご協力を頂き、第28回宮管・管工
事機材展示会を開催したところ、組合員等623名が来場した。
　開会式は午前９時50分から資材部営業課の伊藤職員の司会で進
められ、はじめに佐竹理事長から「今年の展示会は２年ぶりの開
催となったが、出展メーカーの皆様には、出展の準備から会場の
設営まで、並々ならぬご協力を頂き、お陰様で盛大な展示会を開
催できることについて御礼申し上げたい。宮管はこの夏、本日の
展示会を含め『水道フェア』や『ものづくりフェスタinみやぎ』
にも出展している。このようなイベントを通じて、今後も管工事

業界のＰＲに努め、宮管としても資材委員会を中心に新たなイベントも検討したいと考えているので、
メーカー・商社の皆様には、今後とも更なるご支援をお願いしたい」と挨拶があった。続いて、展示
会の企画運営にあたった資材委員が紹介された後、佐竹理事長、菅原・本山両副理事長、小林資材委
員長、渡辺資材副委員長、㈱クボタ東北支社の道林悟支社長、積水化学工業㈱環境・ライフカンパ

第28回宮管・管工事機材展示会を開催

ニー東北支店の津田信一郎支店長、㈱光合金製作所
仙台営業所の安田浩一所長によるテープカットが行
われ、展示会が開幕となった。
　会場内では、各社の出展に創意工夫がみられ、中
には景品を用意してゲームを行うブース等もあり、
大いに賑わっていた。
　食事処では、「牛めし」と「餅」を用意し、当組
合による産直コーナーでは、桃やとうもろこし等の
販売を行った。

商品の説明を聞く来場者 射的ゲームを楽しむ来場者

テープカット
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大盛況だった抽選コーナー

　来場者は、出展メーカーの担当者から商品の説明を聞いたり、製品を手に取ったりしながら、各ブー
スをまわっていた。
　恒例のお楽しみ抽選コーナーでは、沢山の景品を揃え、終日大いに盛り上がる中、午後５時過ぎ、
小林資材委員長の挨拶を以て、大盛況の内に閉会した。

　展示会の企画・運営に当たられた資材委員
並びに出展頂いたメーカー各社の皆様に心よ
り感謝申し上げます。ご協力誠にありがとう
ございました。
　これからも組合員の皆様に喜ばれるように、
関係者一同、努力して参りますので、どうぞ
宜しくお願い致します。

・愛知時計電機㈱
・㈱アカギ
・アビトップ㈱
・アズビル金門㈱
・丸栄工業㈱
・㈱カクダイ
・兼工業㈱
・㈱川西水道機器
・㈱キッツ
・㈱クボタ
・倉敷化工㈱
・㈱栗本鐵工所
・コスモ工機㈱
・ＳＡＮＥＩ㈱
・サンエス護謨工業㈱
・㈱三金
・㈱シバタ
・㈱清水合金製作所
・㈱清水鐵工所
・積水化学工業㈱

・仙台イタバシ機械㈱
・太庄青果
・大成機工㈱
・㈱竹村製作所
・㈱タブチ
・ＴＯＴＯ㈱
・㈱永島製作所
・㈱日邦バルブ
・日本鋳鉄管㈱
・㈱ノーリツ
・ＰＰＩＪＡＰＡＮ日本支社
・㈱光合金製作所
・日立コンシューマ・マーケティング㈱
・日之出水道機器㈱
・ブリヂストン加工品ジャパン㈱
・前澤化成工業㈱
・前澤給装工業㈱
・前澤工業㈱
・未来工業㈱
・㈱ＬＩＸＩＬ

出展会社（敬称略・50 音順）
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平成30年度宮管親善ゴルフコンペを開催

　９月６日（木）、富谷市の富谷カントリークラブにおいて、平成30年度
宮管親善ゴルフコンペを開催したところ、組合員及び取引先等51名が参
加した。このコンペは、福利厚生事業として総務・厚生委員会が担当し
て実施した。
　開会式で、井上環委員長の挨拶と菅井孝司委員による競技方法の説明
があった後、ＯＵＴとＩＮコースの二手に分かれてスタートした。当日
は台風一過の晴天に恵まれ、ベストコンディションでプレーすることが
できた。このゴルフ場は、距離がそれほど長くない分ストレートなホー
ルが少なく、第１打の良し悪しがスコアに影響する。また、原地形には

井上委員長

沢が入り組んでいたため、所々で谷越えのショットがあっ
たり、グリーン周りには絶妙にガードバンカーが設けられ、
難易度を高めている。参加者はコースを攻略すべく、日頃
錬磨した腕前を発揮しながら、スポーツの秋を満喫した。
　ホールアウト後の表彰式では、はじめに佐竹理事長から
挨拶があり、続いて安達一昭委員から成績が発表され、㈱
多久製作所の津々良文宏氏が４オーバーの「76」という見
事なスコアで栄冠を勝ち取った。
　なお、結果は次のとおり。

順　位 氏　　名 会　　社　　名 OUT IN GROSS HDCP NET 

優　勝 ※津々良文宏 ㈱多久製作所 37 39 76 6.0 70.0

準優勝 　高橋　文男 ㈱アトマックス 48 45 93 20.4 72.6

第３位 　珍田　英司 ㈱清水合金製作所仙台営業所 45 45 90 16.8 73.2

第４位 　菅原　雅美 ㈱同和設備工業所 51 51 102 27.6 74.4

第５位 　鈴木　幸一 本山振興㈱ 48 41 89 14.4 74.6

※ベストグロス

優勝した津々良さん（左）と佐竹理事長
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水道フェア2018開催

　７月24日（火）、仙台市青葉区のせんだいメディアテー
クにおいて、仙台市水道局主催による「水道フェア
2018」［共催：公益財団法人仙台市水道サービス公社（以
下、サービス公社）・宮城県管工業協同組合］が開催さ
れた。
　このフェアは、安全で良質な仙台の水道水を市民にア
ピールし、おいしさと安全性を再認識してもらうことで、
水道水の利用促進を目的として毎年実施されている。
　フェアは午前11時に開会し、はじめに「絵てがみと写
真」の優秀作品に対する表彰式が行われ、板橋秀樹仙台

相談を受ける松岡委員長（左）と佐藤委員

例年以上の人出でした模擬配管の説明

市水道事業管理者から入賞者へ賞状と記念品が贈られた。会場内は、特設ステージで「ウォーターマ
ジックショー」が行われたほか、浄水場で水がきれいになる仕組みを、実験を交えて紹介する「浄水
場ラボ」や、石けんの泡立ち実験で水の性質を調べる「水の不思議を実験しよう！」等趣向を凝らし
たコーナーが盛り沢山だった。恒例の水道水と市販のミネラルウォーターを飲み比べる「きき水」体
験や「水道管でけん玉をつくろう！」などが人気を集め、場内は終始賑った。
　当組合は、模擬配管（水道メーターを含む宅内給水装置の一部）を展示し、水道水の流れに応じた
給水装置のしくみと、漏水の見分け方等について説明した。また、「水まわりの相談コーナー」を設け、

“地元組合加盟の指定水道工事店にお気軽にご相談ください”と書かれた全管連作成のＰＲチラシと
当組合の組合員名簿を配布するとともに、上下水道委員会の松岡清一委員長（㈱松清産業）と佐藤健
委員（佐静建設㈱）が市民からの相談に丁寧に応じ、疑問や心配事に答えることで、当業界のＰＲと
イメージアップに努めた。
　今年は、平日開催ということで、来場者の減少が危惧されたが、昨年以上に盛況のうちに幕を閉じた。
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　８月４日（土）～８月６日（月）の３日間、仙台市宮
城野区の夢メッセみやぎにおいて、宮城県職業能力
開発協会主催による「ものづくりフェスタinみやぎ
2018」が開催され、当組合も出展参加した。
　ものづくりフェスタは、 技能者の創意工夫による
作品の展示、実演、ものづくりの体験等を通じて、
技能と生活の関わり、技能の素晴らしさや重要性に
ついて県民の皆様に理解して頂くことを目的として
開催されている。
　会場には、県内の専門工事業団体が多数出展し、
各種体験・相談等、様々なブースが設けられた。 当組合のコーナーは大人気でした

　イベント期間中は、例年以上の厳しい暑さだったが、会場へは連日大勢の親子や祖父母とお孫さん
などが訪れた。当組合はものづくり体験として上下水道委員会と青年部の協力を得て「水でっぽう作
りコーナー」を設け、３日間で約450人の子どもたちが製作を体験した。
　塩ビ管を使った水でっぽう作りは、例年人気があり、他のブースの前まで並んでしまうことから、

待ち時間を極力短縮するため、事前に整理券を配
付して対応したものの、その配付に長蛇の列が出
来るほど盛況だった。
　今年は、例年行っている手軽に水でっぽう作り
が楽しめるコースの他、新たに小学５年生以上を
対象とした塩ビ管の切断から行う本格的なものづ
くり体験のコースを設け、いずれも好評を博し
た。また今回は、手作りした水でっぽうにアニメ
のシールや色とりどりのビニールテープで装飾す
る場所を用意したところ、子供たちは思い思いに
デコレーションを楽しんでいた。小学５年生以上のコース

小さい子供たち向けのコース シールで装飾を施す子供たち

ものづくりフェスタinみやぎ2018開催
～みやぎ超！！元気まつりと同時開催～
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お知らせ①
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お知らせ②
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お知らせ③

安全帯が「墜落制止用器具」に変わります！
〜安全・安心な作業のため、適切な器具への買い換えをお願いします〜
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青年部コーナー

青年部新役員ご挨拶

幹事　岩渕　裕次（住設工業㈱）

　この度、幹事を仰せつかりました住設工業㈱の岩渕裕次です。
　新幹事として身にあまる重責ではありますが、少しでも青年部のお役に立
てるよう努める所存でございますので、何卒皆様のご協力と温かいご指導ご
鞭撻の程、よろしくお願い申し上げます。

会計幹事　神田　和隆（㈲明和設備工業）

　今回、青年部役員就任にあたり３つの目標を掲げたいと思います。
１．新規青年部会員の勧誘
２．青年部50周年事業への準備
３．大泉会長をはじめとする三役４名全員の青年部親善ゴルフコンペの参加
以上を私の青年部活動の目標としますので、よろしくお願い致します。

会計幹事　渡辺啓一郎（渡辺建設工業㈱）

　この度、会計幹事に就任いたしました渡辺建設工業㈱の渡辺啓一郎です。
若輩者ではございますが、諸先輩にご指導をいただき学ばせていただきなが
ら尽力していきたいと存じますので、何卒よろしくお願い申し上げます。

監査　古山　幸司（山幸綜合設備㈱）

　この度、監査を仰せつかりました山幸綜合設備㈱の古山幸司です。
　微力ではございますが青年部運営の一助になるよう誠心誠意努力する所存
でございますので、何卒ご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。
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仙台と言えば…「環境にやさしい仙台の水道」

仙台の水源となっているダムと主な浄水場は・・・
　ダム
　　・青下ダム（昭和 9年完成、59万㎥）
　　・大倉ダム（昭和 36年完成、2,800 万㎥）
　　・釜房ダム（昭和 45年完成、4,530 万㎥）
　　・七北田ダム（昭和 60年完成、920万㎥）
　　・宮床ダム（平成 11年完成、540万㎥）
　　・七ヶ宿ダム（平成元年完成、109,00 万㎥）
　主な浄水場
　　・中原浄水場（大正 12年完成）
　　・国見浄水場（昭和 40年完成）
　　・茂庭浄水場（昭和 53年完成）
　　・福岡浄水場（昭和 58年完成）
　　・南部山浄水場（平成元年完成）

　皆さんご存知かと思いますが、仙台の水道について改めてご紹介したいと思います。

　仙台の水道の特長は、「環境にやさしい水道」といわれています。
　１つ目の理由は、仙台市の地形は西から東に向かってだんだん低くなっており、この地形を利用し
て、西側の高い地域に浄水場をつくることで、「自然流下」で水道水が市民に届けられていることです。
この「自然流下」は、電気（ポンプ）を使わない方法なので、とてもエコな方法と言えます。
　２つ目は、きれいな水源を守るために、地域住民等が協力してダム周辺の清掃が行われ、環境保全
に取り組んでいることです。当組合青年部もエコクラブ探検隊活動の一環として、釜房ダム周辺の清
掃をしてきました。また、水源地のまわりの森を育成する活動もされているそうです。
　３つ目は、浄水場や配水所に太陽光発電や水力発電の機械が設置されており、エコな発電に取り組
んでいることです。

□仙台市の水道は大正12（1923）年３月31日に供給開始
　水道が供給される以前は、井戸水や川の水を飲んでいましたが、水質が悪化し、その水が原因でコ
レラ等の病気が流行したりしたため、安全な水道の供給が計画されました。
　当時のヨーロッパの進んだ技術を取り入れるため、イギリス人のバルトン氏に調査・設計を依頼し、
仙台の水道の礎がつくられました。
　[大正12年12月31日当時、仙台市給水戸数5081戸、同給水人口19,980人、当初普及率26％ ]

□安全・安心
　水道法で定められている検査項目は約50項目ですが、仙台の水道は、それを大きく上回る約200項
目について検査されています。なお、市販されているミネラルウォーターの検査項目は39項目だそう
です。
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宮城県の「ずんだ餅」のように、全国各地に豆を使った郷土料理があります。
北海道「豆入りそばだんご」
　　　　�（やわらかく煮たうずら豆とそば粉で作るだんご。みそだれや砂糖醤油で食べ

るおやつ）
千葉県「落花生豆腐」
　　　　�（すりつぶした落花生をこした汁を煮て、片栗粉を混ぜて固めた豆腐。みそだ

れで食べる）
岐阜県「いとこ煮」
　　　　（あずきとかぼちゃ等に野菜をたき合わせた料理）
香川県「醤油豆」
　　　　（弱火で煎ったそら豆を醤油につけ込んだ料理）
沖縄県「鶏肉と緑

りょく

豆
とう

のんぶす
0 0 0

」
　　　　（沖縄では、あずきや緑豆がよく使われ、煮物を「んぶす

0 0 0

」という）

Ｐ
パ　ム

ＵＭくんの「これ知ってる？」

豆
　すっかり秋めいてきました。秋はお月様がきれいに見える季節ですが、皆さんは仲秋の名月をご覧
になりましたか？
　旧暦９月13日の「十三夜」のお月見は「豆名月（まめめいげつ）」と呼ばれ、名月に豆をお供えし、
ゆでた豆を食べるという風習があります。この風習にちなんで、暦どおりの「十三夜」は毎年日付が
変わってしまうため、新暦の10月13日を「豆の日」と全国豆類振興会が制定しました。
　また、収穫期である10月は「豆月間」でもあるそうです。

　世界の豆は約18,000種類あり、このうち食用の豆は70種類ほどです。日本では、主に次の８種類の
豆が作られており、特に大豆に関して、世界でも類を見ない独自の食文化を誇っています。

　日本人に一番なじみ深いのは大豆です。大豆は、紀元前に中国から朝鮮半島を経由して日本に伝わ
りました。ゆでるだけの「枝豆」「煮豆」から、発酵させて作る「味噌」「醤油」「納豆」、粉にした「き
なこ」、絞って作る「大豆油」「豆乳」、さらに豆乳を加工した「豆腐」「厚揚げ」「油揚げ」などいろ
いろな食品に加工されています。「きなこ」「ずんだ」「甘納豆」は、甘い味を付けてお菓子にすると
ころが珍しいです。そして「もやし」も大豆です。
　大豆は美味しいだけでなく、タンパク質やカルシウムが多く含まれており、栄養源としてとても優
れた食材で、肉や魚などの動物性タンパク質が少なかった時代には貴重なタンパク源でした。
　近年は「大豆イソフラボン」と総称されるミネラル群が、さまざまな病気の予防に役立つことが研
究発表されています。骨粗しょう症や更年期障害の緩和、乳がん、前立腺がん、肺がん、脳梗塞、心
筋梗塞のリスク低下に効果があるそうです。

マメ科　　　　　　　　　　ササゲ属　　　　　　　　　　①あずき　　　　　　　　金時豆
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②ささげ　　　　　　　　うずら豆
　　　　　　　　　　　　　インゲン属　　　　　　　　　③いんげん豆　　　　　　大福豆
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④べにばないんげん　　　とら豆
　　　　　　　　　　　　　ソラマメ属　　　　　　　　　⑤そら豆
　　　　　　　　　　　　　エンドウ属　　　　　　　　　⑥えんどう
　　　　　　　　　　　　　ダイズ属　　　　　　　　　　⑦大豆
　　　　　　　　　　　　　ラッカセイ属　　　　　　　　⑧落花生
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私の『こころ旅』
㈱赤間総業　代表取締役社長

宮城県管工業協同組合

理事　赤　間　勇一郎

Note役員ノート

　今年もなんとか沖縄を訪れることができそうだったので、（ほとんどの観光地を廻ったため）どこ
を廻ろうかな～？と考えながらテレビを見ていたら、ＮＨＫ-ＢＳ夜の番組の再放送で『にっぽん縦
断こころ旅』というのをやっておりました。その番組は俳優の火野正平さんが「旅人」と称し、視聴
者から寄せられた手紙に書かれた「こころの風景」を訪ねながら、日本列島を相棒「チャリオ（自転
車の愛称）」で縦断するという心休まる番組です。
　ちょうど、その日は沖縄県南城市の垣花樋川（かきのはなヒージャー）という、全国名水100選に
も選ばれた水が湧き出るパワースポットを訪れているところを放送しておりました。その湧水は現在
も簡易水道として生活用水への使用はもちろん、水田に水を引いたり、畑にまいたり、きれいな海が
眺められる避暑地としても、子供の遊び場としても、親しまれているところです。そんな場所で御年
69歳になられるやんちゃな正平さんが無邪気に「やもり」を捕まえている姿に癒されて、行ってみよ
うと思いました。
　強い台風が直撃して飛行機が軒並み欠航する中、本州より気温が低いと連日予報される沖縄へなん
とか到着しましたが、湿度が高い為か？さほど体感は変わりませんでした…早速予約したレンタカー
に乗り、およそ40分くらいの南城市へ出発。昔からの狭い路地を抜けるため、なんとかナビを頼り
に着きましたが、そこは住宅街の南側のうっそうとした森の中の湿った石畳を、150ｍは徒歩で下る
という結構危険な場所でした。（他にもルートがあるようです）途中断念しそうになりましたが、な
んとか下っていると、子供たちの笑い声が聞こえ、森が開けると、きれいな水場で遊んでいる地元の
子らしき小学生たちがいました。そこには、昭和の時代に戻ったような、私が子供の頃、田んぼや川
で遊んでいた頃のような風景が広
がっておりました。青空が広がり、
大海原も見渡せる本当に感慨深い
素晴らしい景色でした。
　そして２箇所ある湧水（昔は女
性用と男性用に分けられていたよ
うです）に私も入ると、それは非
常に冷たく、子供たちはよく遊ん
でいるなと思うほどです。
　しばらく、その懐かしい風景を
眺めていると沖縄の良さが又、ひ
しひしと感じられました。
　帰りの石段をゆっくりと上りな
がら、次の私の『こころ旅』に思
いを巡らせておりました。 垣花樋川
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組 合 の う ご き

７月２日（月）・上下水道委員会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①平成30年度工事事業の予算と実績（４～５月分）
　　　　　　　②仙台市指定給水装置工事事業者数並びに仙台市公認排水設備工事業者数の推移
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①水道フェア2018について
　　　　　　　②ものづくりフェスタinみやぎ2018について
　　　　　　　③仙台市下水道フェア2018について
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①機関誌“みやかん”への執筆者について
　　　　　　　②最近の諸課題等について
　　　　　　　③４者間（水道局・建設局・水道サービス公社・上下水道委員会）意見交換会につい

て
７月３日（火）・平成30年度産業安全衛生宮城大会に千葉総務課長出席、席上、組合員服部産業㈱（服

部達彦社長）が建設業労働災害防止協会宮城県支部長から優良賞を受ける
７月４日（水）・全管連第58回通常総会・平成30年度全国大会・懇親会（静岡県静岡市）に佐竹理事長、

渡辺常任相談役外役職員出席
　　　　　　・宮城県官公需適格組合連絡協議会平成30年度通常総会に須藤総務部長出席
７月10日（火）・（一社）宮城県建設専門工事業団体連合会平成30年度第22回「職長との懇談会」に藤井

常勤理事、佐藤光氏（㈱興盛工業所）、高橋智亨氏（㈱アトマックス）出席
７月11日（水）・広報委員会開催
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①“みやかん”盛夏号の発刊について
　　　　　　　②各コーナーの執筆者について
　　　　　　・仙台市下水道フェア2018の実施にかかる打合せ会に千葉総務課長出席
７月12日（木）・７月度理事会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①庶務報告
　　　　　　　②共同事業実績報告
　　　　　　　③広報委員会報告
　　　　　　　④総務・厚生委員会及び平成30年度安全大会実施報告■W175×H50 機関誌「宮城県管工業協同組合」
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　　　　　　　⑤上下水道委員会報告
　　　　　　　⑥配水用ポリエチレンパイプ施工講習会実施報告
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①平成30年度地区連絡会ブロック会議の開催について
　　　　　　　②職員の採用について
　　　　　　・日本水道協会東北地方支部第87回総会に藤井常勤理事出席
７月19日（木）・平成30年度宮城県建設工事表彰式・事故防止対策推進大会に千葉総務課長出席
７月24日（火）・「水道フェア2018」開会式に佐竹理事長外出席、上下水道委員会の松岡委員長、佐藤

委員外が市民の相談等に対応
　　　　　　・平成30年度東北建専連会員団体長等と東北地方整備局との意見交換会、定期総会、同

懇親会に佐竹理事長出席
７月25日（水）・「ものづくりフェスタinみやぎ2018」第２回運営委員会に藤井常勤理事出席
７月26日（木）・平成30年度第１・四半期監査会開催
７月30日（月）・平成30年度宮城県木造家屋等建築工事安全対策委員会・同幹事会に白戸工事部次長出

席
７月31日（火）・資材委員会開催
　　　　　　　①平成30年度６月分迄の資材販売実績報告について
　　　　　　　②第28回宮管・管工事機材展示会について
　　　　　　　③今後の管工事機材展示会について
　　　　　　　④今後の資材利用組合員謝恩企画について
　　　　　　　⑤その他
　　　　　　　　・機関誌“みやかん”への執筆者について

８月１日（水）・第１回東北地方建設産業社会保険推進・処遇改善連絡協議会に須藤総務部長出席
８月２日（木）・㈱宮城県管工事会館監査役会に吉田専務理事、武田監事出席
８月３日（金）・（一社）宮城県建築士事務所協会平成30年度納涼会に佐竹理事長出席
８月４日（土）・第28回宮管・管工事機材展示会開催、組合員等623名来場
８月４日（土）・「ものづくりフェスタinみやぎ2018」に出展し、上下水道委員、宮管青年部役員及び
　～６日（月）　宮管役職員延べ25名が従事
８月９日（木）・８月度役員会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①庶務報告
　　　　　　　②共同事業実績報告
　　　　　　　③資材委員会報告（第28回宮管・管工事機材展示会実施報告を含む）
　　　　　　　④水道フェア2018並びにものづくりフェスタinみやぎ2018報告
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　　　　　　　⑤第１・四半期決算報告
　　　　　　　⑥第１・四半期監査報告
　　　　　　　⑦仙台市指定給水装置工事事業者の新規指定並びに排水設備工事業者の新規承認につ

いて
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①「災害時における水道施設復旧等応援活動に関する要綱」の一部改正について
　　　　　　　②仙台市営バスへの広告掲出について
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①９月度理事会開催予定日の変更について
　　　　　　　②仙台市水道修繕受付センター業務委託に関する水道局からの検討課題について
　　　　　　　③気仙沼管工業協同組合（澤井充理事長）に対する資材取引営業について
８月23日（木）・平成30年度地区連絡会各ブロック代表者等による全体打合せ会開催
　　　　　　・日本水道協会東北地方支部「第21回水道技術事例発表会」に山田北エリア担当係長、

大槻調整係員参加
８月25日（土）・全管連青年部協議会平成30年度（第22回）通常総会懇親会（福島県福島市）に佐竹理

事長、渡辺常任相談役外出席
８月27日（月）・平成30年度随時実施技能検定（建築配管）実技試験が実施され、福田幸穂社長（㈱加

納工業所）が技能検定委員として運営にあたる
８月28日（火）・宮管青年部連絡協議会平成30年度親組合への事業報告会及び懇談会に佐竹理事長外出

席
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組合員のうごき
◯組合員代表者変更
　株式会社 西原衛生工業所 東北支店（No. ４）	 【平成30年６月27日付】

　　　　　　　　　　　　　　新　　執行役員支店長　水　野　　　学
　　　　　　　　　　　　　　前　　執行役員支店長　道　念　徹　行

◯組合脱退
　有限会社 内海工業所（No.177）	 【平成30年６月30日付】

日本鋳鉄管㈱　特約店

株式会社
代表取締役　植　原　文　夫

（本　　　社）〒116-0013 東京都荒川区西日暮里３－６－７　電話 03（5809）0562（代）  FAX03（5809）0563
（東北営業所）〒981-3215 仙台市泉区北中山４－１－２　　　電話 022（379）4393（代）  FAX022（379）4394
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理事（役員）会報告

－７月度理事会－  

１．日　　時　　平成30年７月12日（木）15：00 ～ 16：00
２．場　　所　　宮城県管工業協同組合　３階　研修室
３．出 席 者　　理　事　　佐竹理事長・菅原副理事長・本山副理事長・吉田専務理事
　　　　　　　　　　　　　小林理事・井上理事・赤間理事・松岡理事・小野理事
　　　　　　　　　　　　　中鉢理事・小川理事・渡辺理事・郷古理事　　　　　　　　　　計13名
　　　　　　　　事務局　　須藤総務部長・白戸工事部次長・小島資材部次長
　　　　　　　　　　　　　千葉総務課長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計４名

４．議題及び議事経過
※報告事項
①庶務報告
　千葉総務課長より、組合の６月の主な会議及び行事等について報告され、一同了承した。

②共同事業実績報告
　小川理事より資材と工事の各共同事業について、それぞれ６月度の実績と予算比、及び前年比等が
報告され、一同了承した。

③広報委員会報告
　赤間広報委員長より、７月11日に開催した首題委員会で各委員へ委嘱状を交付し、機関誌「みやか
ん」盛夏号の掲載予定記事等の内容を検討した旨が報告され、一同了承した。

④総務・厚生委員会及び平成30年度安全大会実施報告
　井上総務・厚生委員長より、６月26日に開催した首題委員会で各委員へ委嘱状を交付し、今年度の
各事業の実施計画について審議したことが報告され、次いで６月28日に開催した安全大会について、
参加者数、来賓出席者、大会の様子、費用等が報告され、一同了承した。

⑤上下水道委員会報告
　松岡上下水道委員長より、７月２日に開催した首題委員会において各委員へ委嘱状を交付したこと、
平成30年５月分迄の工事事業実績と、平成30年４月現在の仙台市の指定給水装置工事事業者数及び同
公認排水設備工事業者数の報告を行ったこと、次いで「水道フェア2018」、「ものづくりフェスタinみ
やぎ2018」、「仙台市下水道フェア2018」の各行事への参画と担当委員について協議した旨、４者間意
見交換会の開催については例年どおり11月下旬から12月上旬頃を予定したいこと等が報告され、一同
了承した。

⑥配水管ポリエチレンパイプ施工講習会実施報告
　小島資材部次長より、６月18日と19日に開催した首題講習会について、受講者数と修了者数、講習
会の様子、収支の結果等が報告され、一同了承した。
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※協議事項
①平成30年度地区連絡会ブロック会議の開催について
　千葉総務課長より、今年度地区連絡会ブロック会議の開催について説明され、８月23日（木）15時か
ら全体打合会を開催することとし、一同了承した。

②職員の採用について
　吉田専務理事より、５月度理事会で承認されたとおり、新規職員の採用募集を行い、６月29日に筆
記試験、７月10日に面接試験を実施した結果、１名を内定としたい旨が提案され、一同了承した。

－８月度役員会－　　　　　　　　　　 

１．日　　時　　平成30年８月９日（木）16：00 ～ 17：30
２．場　　所　　江陽グランドホテル　４階　真珠の間
３．出 席 者　　理　事　　佐竹理事長・菅原副理事長・吉田専務理事・藤井理事
　　　　　　　　　　　　　小林理事・井上理事・松岡理事・小野理事・中鉢理事
　　　　　　　　　　　　　小川理事・渡辺理事・郷古理事　　　　　　　　　　　　　　　計12名
　　　　　　　　監　事　　武田監事・大浦監事・相澤監事　　　　　　　　　　　　　　　計３名
　　　　　　　　事務局　　須藤総務部長・白戸工事部次長・小島資材部次長
　　　　　　　　　　　　　千葉総務課長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計４名

４．議題及び議事経過
※報告事項
①庶務報告
　千葉総務課長より、組合の７月の主な会議及び行事等について報告され、一同了承した。

②共同事業実績報告
　小川理事より資材と工事の各共同事業について、それぞれ７月度の実績と予算比、及び前年比等が
報告され、一同了承した。

③資材委員会報告（第28回宮管・管工事機材展示会実施報告を含む）
　小林資材委員長より、７月31日に開催した委員会において今年度６月分までの資材販売実績と第28
回展示会の準備状況について報告があった旨、次いで今後の展示会に関連して、市民へのＰＲを図る
イベントの開催案について協議したところ、他の委員会からも意見を聞いた上で担当委員会を決めて
頂きたいとしたこと、また、今後の資材利用謝恩企画案を検討した結果、事務局が旅行会社と折衝し、
検討を進めることとした旨が報告され、一同了承した。
　次に、８月４日に実施した第28回展示会の実績について、来場者数、当日の販売額、収支決算等が
報告され、一同了承した。

④水道フェア2018並びにものづくりフェスタinみやぎ2018報告
　松岡上下水道委員長より首題のフェアについて、ものづくりフェスタについては郷古上下水道副委
員長より、それぞれ当組合の出展内容、従事者、当日の様子等が報告され、一同了承した。
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⑤第１・四半期決算報告
⑥第１・四半期監査報告
　須藤総務部長より、第１・四半期（平成30年４月１日～６月20日）の決算内容が報告された後、武
田監事より、７月26日に行った監査の結果について適正に会計処理されている旨が報告され、一同了
承した。

⑦仙台市指定給水装置工事事業者の新規指定並びに排水設備工事業者の新規承認について
　白戸工事部次長より、仙台市指定給水装置工事事業者の平成30年４月から７月末迄に17社が新たに
指定され、４社が指定廃止となったことから、７月末現在の指定業者数は605社になっていること、
また、排水設備工事業者は８月１日付けで新たに７社が承認された一方、承認取り消しはなかったた
め、同日現在の合計が394社になっていることが報告され、一同了承した。

※協議事項
①「災害時における水道施設復旧等応援活動に関する要綱」の一部改正について
　吉田専務理事より、首題要綱（平成22年８月６日版）について、東日本大震災の経験を踏まえ、自
動出動の要領等、要綱の一部を改正し、今年度の地区連絡会ブロック会議で説明して配付したい旨が
提案され、一同了承した。

②仙台市営バスへの広告掲出について
　藤井理事より、７月26日に仙台市より首題の件について案内があった経緯が説明されるとともに、
当組合としての今後の対応について、広告の企画等を事務局で検討し、理事会で決定していきたい旨
が提案され、一同了承した。
　また、同広告の案内を、今年度の地区連絡会ブロック会議で組合員へ周知することとした。

※その他
①９月度理事会開催予定日の変更について
　吉田専務理事より、９月度理事会の開催予定日（９月13日）が全管連東北ブロック支部長会議と重
なったため、９月12日（水）へ日程変更したい旨が説明され、一同了承した。また、10月度理事会の開
催予定日（10月11日）が青年部ゴルフコンペと重なることとなったため、やむを得ず10月12日（金）に
繰り下げたい旨が説明され、一同了承した。

②仙台市水道修繕受付センター業務委託に関する水道局からの検討課題について
　藤井理事より、本年６月９日付けで仙台市水道局から水道修繕受付センター業務の見直しに関する
文書依頼があったこと、７月11日に水道局と公社並びに宮管による２回目の打合せを行ったところ、
次回（３回目）の打合せにおいて、宮管が受託できる条件を提案して貰い、平成30年度中にスケジュー
ルを決めたいとの水道局の意向が示されたため、去る７月17日に三役会で協議した結果、慎重に検討
していくこととしたこれまでの一連の経過が報告され、一同了承した。

③気仙沼管工業協同組合（澤井充理事長）に対する資材取引営業について
　小川理事より、気仙沼管工業協同組合への営業を検討している旨が説明され、あわせて、藤井理事
より、同組合について説明され、協議の結果、同組合から見積もり依頼があった場合には対応してい
くこととし、一同了承した。
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嫌いな言葉は「努力」

　　　㈲明和設備工業　代表取締役社長

　　　宮城県管工業協同組合
　　　上下水道委員　神　田　和　隆

　「フォアー」、本日も２ＯＢ、１池ポチャの101点でした。

　ゴルフを始めてから約６年、ようやく100を切れるようにはなったのですが、油断すると今日のよ

うにあっさり100点オーバー（涙）、80台は今年になってからは一度も出ません。

　「努力」は、してます！

　週３～５日、仕事帰りに打ちっぱなしで200球～ 300球、多いときには400球打っています。なのに、

上手くならないのです。

　ちょっと自慢ですが、私は中学校１年生から高校を卒業するまで保健体育の成績はず～っと「５」

でした。運動神経は、かなりいいほうだと思っていました。なのに、上手くならないのです。

　なぜ、あんなお腹の出たオジさんたちに負けるのか？不思議でしょうがありません。

　「努力は人を裏切らない」を信念に44年間生きてきましたが、最近この信念が揺らいできました。

よく御一緒させていただく社長さんで「僕は絶対に練習場で練習しない」という方を２名程知ってい

ます。彼等は練習しないのに、まあまあ上手です。しょっちゅう負けます、努力してない人に（笑）。

こんなにも努力の量と結果が伴わないとは、思いませんでした。

　なので、題名にもある通り、現在の嫌いな言葉は「努力」としています。が、心配性でマゾっ気の

強い僕は練習をやめることができません。むしろ、練習しているのに、うまくならないことに、最近

では快感を覚え始めています（笑）。

　いつの日か、あのお腹の出たオジさんやイケメン社長にも勝って、好きな言葉は「努力」といえる

ようになりたいと思う今日このごろでした。

投　稿
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国税だより
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発行／国税庁
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健康だより
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作並橋

　平成25年新春号の“みやかん”から、広瀬川に架かる橋をご紹介しています。
　広瀬川は、仙台市青葉区の関山峠付近を源流に仙台市内のみを流れ若林区日辺で名取川と合流しま
す。幹川延長が45.2㎞、（生活用の小さい橋を除き）44本の橋が架けられています。

　作並橋は作並温泉にある小さな橋です。広瀬川の上流から数えると「第二中の目橋」「第一中の目橋」
「広瀬橋（林道）」「新作並橋」「泉橋」に次ぐ６つ目の橋です。国道48号線沿いの「ホテル一の坊」脇
にあり、長さ29.0メートル、幅員4.8メートルで、現在の橋は平成12（2000）年に完成したものです。
　この橋はかつて国道に架けられたものでしたが、昭和34（1959）年に、国道48号線が泉橋の方に移り、
こちらは旧国道となりました。
　作並温泉は、仙台市中心部から車で40分程の山形県境にあります。開湯は、今から200年以上前の、
寛政８（1796）年、仙台藩主伊達斉村公より開湯の許可を得てから８年の歳月を費やして整備したのが
はじまりといわれます。源泉は元湯と新湯の２箇所あり、疲労回復や神経痛、皮膚病等に効果がある
といわれ、名産品は作並こけしです。また、「作並駅」は、昭和30（1955）年の交流電化発祥地として
新幹線技術の出発点となった鉄道史上重要な駅だそうです。

〔写真撮影：㈲星川工業所　星川　猛　氏〕
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「鯉
こ い

は水
み ず

放
ば な

れが大
だ い

事
じ

」
（鯉は釣り上げて水から上げるとき一度だけ暴れるので、慎重にすべきであるということから）

物事を行うときには、最後のしめくくりを慎重にしなければならないということ。

諺・漢字コーナー　❖❖❖❖ ❖❖❖❖

――今月の諺――

――読んでみよう！書いてみよう！――

一、次の漢字の読みを（　）に書いてみて下さい。
１　流　暢（　　　　　）
２　輪　廻（　　　　　）
３　廉　価（　　　　　）
４　陋　習（　　　　　）
５　狼　狽（　　　　　）

二、次の文中のカタカナを（　）に漢字で書いてみて下さい。
１　野菜をスイコウ栽培している。　　　　　　　　　　（　　　　　）
２　目的のスイコウのために頑張る。　　　　　　　　　（　　　　　）
３　詩文のスイコウは繰り返し行う。　　　　　　　　　（　　　　　）
４　仕事にセイレイし、業績をあげた。　　　　　　　　（　　　　　）
５　仙台市はセイレイ指定都市である。　　　　　　　　（　　　　　）

三、次の（　）に漢字を入れて四字熟語を完成させてみて下さい。
１　一　気（　　）成　　　　２　一　進　一（　　）

※解答は29頁です。



− 28 −

編集歳時記
（2018年清秋号No.481 ）

観光姉妹都市　徳島　今年の阿波おどり

　仙台市と徳島市とは49年前に姉妹都市となっている。基因は、当時仙台市の市議会議員に徳島市出
身の議員が在籍、阿波おどりを紹介したことによる。
　徳島阿波おどりは、仙台七夕と交流しようと、毎年、仙台七夕開催期間に来仙し、阿波おどりを披
露し仙台市民を楽しませてくれた。一方、仙台市は七夕飾りを送り、徳島市内に飾って徳島市民に七
夕を紹介していた。30年前から徳島市の阿波おどり開催期間中に、仙台すずめ踊りが親善訪問団とし
て派遣されている。
　行政と議会はお互いに両市発展の為、交流・意見交換をしている。また、東日本大震災の時は徳島
市から応援職員を派遣して頂いた。
　しかし、毎年仙台七夕に派遣されてきた徳島阿波おどりが、今年は来仙出来なかった。阿波おどり
には、徳島県阿波おどり協会（19連）と徳島市阿波おどり振興協会（14連）が有り、県の協会と市の
振興協会が、毎年交互に派遣し、来仙して来た。マスコミ報道によると、徳島市観光協会は累積赤字
が約４億円。徳島市が、徳島市観光協会を徳島地方裁判所に破産手続きを開始するよう申し立て、徳
島市観光協会の破産などの事情で派遣が中止された。
　阿波おどり開催には、徳島新聞社も大きく関係している。実行委員会は、徳島市観光協会を離れて
徳島市に置かれるようになった。運営改善策として、１番人気の有名連総踊り（１ヶ所の有料桟敷席
のみで実施されて来た）を、有料演舞場のチケット販売の平準化を図る為４ヶ所で分散開催すること
を徳島市実行委員会が決めた。その事に、徳島市阿波おどり振興協会が特に反発、選抜有名連が一同
に参加して８月11日に演舞ホールで行われる人気の前夜祭をボイコット、更に、８月12日に行われた
阿波おどり開幕式への参加も見送った。そして、徳島市阿波おどり振興協会は、独自の総踊りを計画、
徳島市実行委員会の再三中止の通告を聞き入れず、開催２日目、８月13日午後10時から両国橋南詰お
どりロード（歩行者天国）約150メートルで、約1,000人が総踊りを強行した。徳島市実行委員会が心
配していた事故もなく、約30分で終了した。終了地点には、大勢のマスコミ関係のカメラが押し寄せ
ていた。観覧者はすごい迫力、巧みな舞いに感動、満足したと思う。狭い沿道に密集したため見えに
くいところがあったが、こんな間近で見る阿波おどりに興奮したのは、私だけではないだろう。仙台
すずめ踊りは大変人気が有り、杜の都親善大使とすずめ踊り選抜チーム伊達の舞い34名は共に、猛暑
の中、徳島市役所前演舞場で開催された開幕式に参加した。
　来年は姉妹都市締結50年の記念の年になる。徳島市と仙台市が、共に記念の日を迎える事を祈念し
たい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報委員　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上野　隆士（ウエノ設備㈱）
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諺・漢字コーナー【解答】

一．　１．りゅうちょう　　　２．りんね　　　３．れんか　　４．ろうしゅう

　　　５．ろうばい

二．　１．水耕　　２．遂行　　３．推敲　　４．精励　　５．政令

三．　一気呵成（いっきかせい）

　　　　ひといきに仕事をなしとげてしまうこと。例：「創作を一気呵成に書き上げた」

　　　一進一退（いっしんいったい）

　　  　情勢がよくなったり悪くなったりする。例：「病勢が一進一退している」
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宮城県管工業協同組合　第44期　広報委員会

委 員 長　赤　間　勇一郎　（㈱ 赤 間 総 業　代表取締役社長）
副委員長　小　野　修　司　（全 栄 興 業 ㈱　代表取締役社長）

委　　員　鈴　木　史　郎　（㈱ 新 東 設 備 工 業　代表取締役社長）

委　　員　坪　田　達　映　（坪 田 工 業 ㈱　代表取締役社長）

委　　員　上　野　隆　士　（ウ エ ノ 設 備 ㈱　代表取締役社長）
委　　員　渡　邉　修　一　（㈲ 今 野 設 備 工 業　代表取締役社長）
委　　員　大　泉　雄　介　（㈱ 北 栄 工 業 所　専 務 取 締 役）

専務理事　吉　田　秀　之

常勤理事　藤　井　秀　男

編集・発行

飯野坂 1丁目 1番 14 号
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